
■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

2017年1 月～12月

JGTOキッズゴルフ レ ポートJGTOキッズゴルフ レ ポート

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　
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トッププロのフィジカル面をサポートトッププロのフィジカル面をサポート

関連スポーツクラブ「Le Club」
東京都港区台場２-６-１ グランドニッコー東京 台場

株式会社 プレジャー
TEL:03-3570-5611  FAX:03-3570-5612

連戦をサポートするフィットネスカー

フィットネスクラブ「Le Club」

　連戦の中で戦い続けるトッププロゴルファーたちの、フィジ
カルという重要基礎面を支えるのが、株式会社プレジャーの
スタッフたち。
　大会週の火曜日から日曜日まで、スタート前から、ラウンド
終了後に至るまで、日々 、選手たちをサポートする。身体が資本
のプロゴルファーとの信頼関係があってこその唯一の仕事。
　これからもプレジャーの最高の技術が、プロゴルファーの最高
のパフォーマンスを生み出していく。
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

弁護士　中野 辰久（東京弁護士会）

第15回スナッグゴルフ対抗戦 JGTOカップ全国大会の

開催を心よりお祝い申し上げます。

ゴルフにルールがあるように、社会にもルールがあります。

子どもたちにはゴルフのプレーを通じて、ルールを守ることの

大切さや、社会で生きていくための様々な道徳観を養って

頂きたいと思います。

また、ゴルフはは審判員を伴わない自己申告のスポーツ

ですので、時には自分に不利になることを、自ら正直に申告

する勇気も必要です。この勇気は、勝利に勝るとも劣らず、

尊敬に値するものであることを忘れずに、自己申告により

潔さと誠実さを身につけてもらえればと思います。

この対抗戦に参加する皆さんが、日ごろの実力を発揮され、

ゴルフを通じて沢山の思い出とお友達をつくってもらえること

を祈念いたします。
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

<小学校訪問の実績>
★2017年度 …………………………………………………………
　2月15日　熊本県益城町立広安西小学校 武藤　俊憲プロ
　11月15日 熊本県合志市立南ヶ丘小学校 木下　康平プロ
★2016年度 …………………………………………………………
　5月12日　茨城県立霞ヶ浦聾学校 田島　創志プロ
　9月26日　菊陽町立菊陽南小学校　重永亜斗夢プロ　石川遼プロ
★2015年度 …………………………………………………………
　4月22日　福島県矢吹町立矢吹小学校 岩田　　寛プロ
　4月23日　福島県天栄村立湯本小学校 I・J・ジャンプロ
　7月15日　宮城県石巻市立中里小学校 谷口　　徹プロ

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

弁護士　中野 辰久（東京弁護士会）

第15回スナッグゴルフ対抗戦 JGTOカップ全国大会の

開催を心よりお祝い申し上げます。

ゴルフにルールがあるように、社会にもルールがあります。

子どもたちにはゴルフのプレーを通じて、ルールを守ることの

大切さや、社会で生きていくための様々な道徳観を養って

頂きたいと思います。

また、ゴルフはは審判員を伴わない自己申告のスポーツ

ですので、時には自分に不利になることを、自ら正直に申告

する勇気も必要です。この勇気は、勝利に勝るとも劣らず、

尊敬に値するものであることを忘れずに、自己申告により

潔さと誠実さを身につけてもらえればと思います。

この対抗戦に参加する皆さんが、日ごろの実力を発揮され、

ゴルフを通じて沢山の思い出とお友達をつくってもらえること

を祈念いたします。
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

★2014年度 …………………………………………………………
　3月 4 日　宮城県仙台市立富沢小学校 谷原　秀人プロ
　3月 5 日　宮城県仙台市立田子小学校 重永亜斗夢プロ
　6月24日　岩手県宮古市立崎山小学校 宮本　勝昌プロ
　7月 9 日　宮城県石巻市立石巻小学校 竹谷　佳孝プロ
　7月15日　福島県白河市立釜子小学校 冨山　　聡プロ
　7月17日　福島県白河市立五箇小学校 中嶋　常幸プロ
★2013年度 …………………………………………………………
　3月 7 日　宮城県亘理町立吉田小学校 横田　真一プロ
　5月 7 日　三重県桑名市立大山田西小学校 上田　諭尉プロ
　6月 7 日　宮城県山元町立山下第一小学校 宮里　優作プロ
　7月 8 日　岩手県宮古市立田老第一小学校 塚田　好宣プロ
　7月10日　宮城県名取市立相互台小学校 河井　博大プロ
★2012年度 …………………………………………………………
　2月21日　栃木県那須町立黒田原小学校 武藤　俊憲プロ　
　2月22日　広島県大竹市立大竹小学校 手嶋　多一プロ
　2月24日　千葉県野田市立清水台小学校 増田　伸洋プロ
　2月28日　宮城県大崎市立鬼首小学校 松村　道央プロ
　3月 1 日　山形県酒田市立若浜小学校 横尾　　要プロ　
　3月 8 日　鳥取県伯耆町立八郷小学校 河野晃一郎プロ
　3月12日　宮城県女川町立女川第二小学校 宮里　聖志プロ
　６月 ６ 日　秋田県秋田市立飯島小学校 市原　弘大プロ
　６月 ８ 日　秋田県秋田市立下新城小学校 今野　康晴プロ
★2011年度 …………………………………………………………
　2月25日　神奈川県横浜市立岩崎小学校 野仲　　茂プロ
　3月 7 日　広島県三次市立粟屋小学校 小田　孔明プロ
　6月 6 日　静岡県富士宮市柚野小学校 高山　忠洋プロ
　6月 9 日　千葉県千葉市立院内小学校 小林　正則プロ
　6月15日　大阪府箕面市立東小学校 薗田　峻輔プロ
　6月27日　広島県尾道市立御調中央小学校 上平　栄道プロ　
★2010年度 …………………………………………………………
　2月 5 日　兵庫県加東市立三草小学校　 鈴木　　亨プロ　
　2月22日　長野県飯田市立上郷小学校　 小田　龍一プロ　
　2月24日　京都府宇治市立笠取小学校　 山下　和宏プロ　
　2月25日　山梨県山梨市立三富小学校　 藤田　寛之プロ　
　2月26日　広島県竹原市立吉名小学校　 兼本　貴司プロ　
　6月 8 日　山形県酒田市立松原小学校　 池田　勇太プロ
★2009年度 …………………………………………………………
　1月26日　鳥取県米子市立箕蚊屋小学校 宮本　勝昌プロ
　2月17日　広島県広島市立五日市観音小学校 谷原　秀人プロ
　2月18日　広島県広島市本川小学校 倉本　昌弘プロ
　2月24日　山形県酒田市立浜田小学校 矢野　　東プロ
　2月26日　香川県多度津町立白方小学校 甲斐慎太郎プロ
　3月 4 日　徳島県東みよし町立三庄小学校 谷口　拓也プロ
　6月 1 日　茨城県立盲学校 片山　晋呉プロ

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

弁護士　中野 辰久（東京弁護士会）

第15回スナッグゴルフ対抗戦 JGTOカップ全国大会の

開催を心よりお祝い申し上げます。

ゴルフにルールがあるように、社会にもルールがあります。

子どもたちにはゴルフのプレーを通じて、ルールを守ることの

大切さや、社会で生きていくための様々な道徳観を養って

頂きたいと思います。

また、ゴルフはは審判員を伴わない自己申告のスポーツ

ですので、時には自分に不利になることを、自ら正直に申告

する勇気も必要です。この勇気は、勝利に勝るとも劣らず、

尊敬に値するものであることを忘れずに、自己申告により

潔さと誠実さを身につけてもらえればと思います。

この対抗戦に参加する皆さんが、日ごろの実力を発揮され、

ゴルフを通じて沢山の思い出とお友達をつくってもらえること

を祈念いたします。



63

■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

弁護士　中野 辰久（東京弁護士会）

第15回スナッグゴルフ対抗戦 JGTOカップ全国大会の

開催を心よりお祝い申し上げます。

ゴルフにルールがあるように、社会にもルールがあります。

子どもたちにはゴルフのプレーを通じて、ルールを守ることの

大切さや、社会で生きていくための様々な道徳観を養って

頂きたいと思います。

また、ゴルフはは審判員を伴わない自己申告のスポーツ

ですので、時には自分に不利になることを、自ら正直に申告

する勇気も必要です。この勇気は、勝利に勝るとも劣らず、

尊敬に値するものであることを忘れずに、自己申告により

潔さと誠実さを身につけてもらえればと思います。

この対抗戦に参加する皆さんが、日ごろの実力を発揮され、

ゴルフを通じて沢山の思い出とお友達をつくってもらえること

を祈念いたします。
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

山本剛志
神奈川県出身。13 歳でゴルフを始める。
2002 年プロテスト合格。

　ゴルフというスポーツは年齢に関係なく、

末永くできるスポーツです。スナッグゴルフも

同様で充分に楽しめるスポーツです。現在、

エースゴルフスタジアム（水戸市）にてゴルフ

レッスンをしています。体験レッスンをお待ち

しております。
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)

弁護士　中野 辰久（東京弁護士会）

第15回スナッグゴルフ対抗戦 JGTOカップ全国大会の

開催を心よりお祝い申し上げます。

ゴルフにルールがあるように、社会にもルールがあります。

子どもたちにはゴルフのプレーを通じて、ルールを守ることの

大切さや、社会で生きていくための様々な道徳観を養って

頂きたいと思います。

また、ゴルフはは審判員を伴わない自己申告のスポーツ

ですので、時には自分に不利になることを、自ら正直に申告

する勇気も必要です。この勇気は、勝利に勝るとも劣らず、

尊敬に値するものであることを忘れずに、自己申告により

潔さと誠実さを身につけてもらえればと思います。

この対抗戦に参加する皆さんが、日ごろの実力を発揮され、

ゴルフを通じて沢山の思い出とお友達をつくってもらえること

を祈念いたします。
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)

弁護士　中野 辰久（東京弁護士会）

第15回スナッグゴルフ対抗戦 JGTOカップ全国大会の

開催を心よりお祝い申し上げます。

ゴルフにルールがあるように、社会にもルールがあります。

子どもたちにはゴルフのプレーを通じて、ルールを守ることの

大切さや、社会で生きていくための様々な道徳観を養って

頂きたいと思います。

また、ゴルフはは審判員を伴わない自己申告のスポーツ

ですので、時には自分に不利になることを、自ら正直に申告

する勇気も必要です。この勇気は、勝利に勝るとも劣らず、

尊敬に値するものであることを忘れずに、自己申告により

潔さと誠実さを身につけてもらえればと思います。

この対抗戦に参加する皆さんが、日ごろの実力を発揮され、

ゴルフを通じて沢山の思い出とお友達をつくってもらえること

を祈念いたします。
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)
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■一般社団法人日本ゴルフツアー機構の取り組み

一般社団法人日本ゴルフツアー機構では、スナッグゴルフを

小学校に導入する活動を2003年から行なっており、2016年12月

末日までに累計282セットが小学校及び教育委員会に寄贈・導入

されています。また、トーナメント主催者・スポンサーやプロゴル

ファー、そしてスナッグゴルフ支援自販機の収益による寄贈、更に

独自での導入も含めると、650校以上がスナッグゴルフを導入し

ています。

スナッグゴルフを小学校に導入して頂くことにより、子どもたち

にはゴルフを通じて、協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀など、クォリ

ティの高い価値観・道徳観を養ってもらうことにより、日本の未来の

担い手である青少年の健全育成に貢献できると考えております。

更に、スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催と、

この大会へのご支援による収益により、震災被災地を中心とした

地域を定めたスナッグゴルフ導入活動を行なっており、その成果

も見えつつあります。

当機構では今後も、青少年の健全育成を第一テーマに取り組ん

で参りますので、末永いご支援をよろしくお願いいたします。

■ゴルフ伝道活動(選手会との連携)
ジャパンゴルフツアー選手会のメンバーたちによる、ゴルフ伝道
活動は2009年からスタートし、この8年間でのべ47人のプロが全
国46校の小学校に訪問しました。
この取り組みは、ゴルフの楽しさや素晴らしさを伝えて歩こう、
という選手会の取り組みの一つで、プロゴルファーが全国の小学校
を訪問し、ゴルフを通じて夢を持つことの大切さを伝えていこうと
いう発想から生まれました。
訪問したプロたちは、午前中に運動場で子どもたちとスナッグ

ゴルフを楽しみ、昼食の時間はテーブルを並べて十数年ぶりの給食
を味わい、そして午後は「夢を持とう」をテーマに、チョークを片手
に自身が歩んできた人生の道のりを、生まれてから今日まで話し、
夢を持つことと、夢に向かって努力することの大切さを子どもたち
に伝えています。

■ゴルフを通じた震災復興支援活動
東日本大震災及び熊本地震における復興支援活動として、

「ゴルフで元気に！」をテーマに、被災地の子どもたちとゴルフを

通じた交流を行っています。

スナッグゴルフを寄贈・導入した小学校での実技講習会、プロ

ゴルファーが訪問しての体験会イベント、そして練習の成果を

発揮するスナッグゴルフ大会の開催へと、一貫した活動を推進し

ております。

●2011年度

7月6日(水)にツアーメンバー10名が、被災により避難している

宮城県牡鹿郡女川町にある女川町総合体育館の避難所を訪れま

した。

訪問したのは、当時の選手会

会長の宮本勝昌を筆頭に、青

木功、中嶋常幸、宮瀬博文、横

尾要、増田伸洋、小林正則、星

野英正、池田勇太、石川遼の10

選手。

午前中は炊き出しにて豚汁やかき氷を振る舞い、午後は女川第

二小学校の児童たちとスナッグゴルフを楽しみました。

尚、女川第二小学校では、同年12月にJGTOから寄贈・導入さ

れた用具を活用し、クラブ活動での活動が行われています。

また、全国公募で選考され、同年12月に導入された大崎市立鬼首

小学校でも活用が行われており、全国大会への出場も果たしています。

●2012年度

「ゴルフで宮城県を元気に！」をテーマに、宮城県への支援を

開始。6月に宮城県亘理郡山元町の5校全校、名取市2校への導

入を行い、8月2日(木)に中嶋常幸、星野英正による体験イベント

(参加40名)を、続く8月27日(木)には、選手会長（当時）の倉

本昌弘、宮本勝昌、谷原秀人、Ｊ・チョイ、池田勇太、藤本佳則の

6選手による体験イベント(参加60名)を開催しました。

また、9月22日(土)には、宮城県南地区での導入小学校を対象

とした、「ゴルフで宮城県を元気に！」第1回宮城県南スナッグ

ゴルフ大会(参加28名)を開催しました。

●2013年度

活動の範囲を岩手県と福島

県にも拡大して推進し、9月14

日(土)に宮古市ふれあい公園

で、深堀圭一郎、池田勇太によ

る、「ゴルフで岩手県を元気に!

スナッグゴルフ体験会in宮古

市(参加54名)」を開催。続く9月15日(日)には、新地町立新地

小学校で、すし石垣、塚田陽亮による「ゴルフで福島県を元気

に!スナッグゴルフ体験会in新地町(参加45名)」を開催しまし

た。

更に、5月25日(土)に宮城県のレインボーヒルズゴルフクラブ

で開催された、サンクフル主催者ゴルフ懇親会では、ジュニア

ゴルファー見学会に薗田峻輔、河野祐輝、川村昌弘が。スナッグ

ゴルフ体験会には池田勇太選手会長が直々の指導にあたった。

また、9月23日には、ゴルフで宮城県を元気に!第2回宮城県

南スナッグゴルフ大会(参加40名)を開催しました。

これまでに東北3県でのスナッグゴルフの導入は34校となった。

●2014年度

活動の範囲を福島県にも拡大し、ゴルフで福島を元気に！スナッ

グゴルフ体験会in西郷村を7月28日(月)に開催し、小田孔明、

池田勇太、藤本佳則により96名の児童たちに指導を行った。

また、11月22日(土)には、

第1回しらかわスナッグゴル

フ大会(参加23人)を開催。

これまでに東北3県でのス

ナッグゴルフの導入は43校

となった。

●2015年度

ゴルフで福島県を元気に！スナッグゴルフ体験会in白河市を7月

20日(月)にＪＲ白河駅前イベント広場で開催し、Ｓ・Ｋ・ホ、Ｉ・Ｊ・ジャ

ン、貞方章男、Ｋ・Ｔ・ゴンが、40人の児童たちに実技指導を行った。

●2016年度

4月に発生した熊本地震における震災復興支援として、益城町

と菊陽町にスナッグゴルフを寄贈。そして8月21日には、二つの自

治体に訪問して、青木功、松井功、宮里優作、宮本勝昌、永野竜太

郎、重永亜斗夢が、160人の児童たちとスナッグゴルフで楽しいひ

と時を過ごした。

■スナッグゴルフ用具の寄贈・導入実績

●宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCC近隣の茨城県内の小学校への
寄贈・導入 83セット
日本ゴルフツアー選手権森ビルカップ Shishido Hillsの開催

会場である、宍戸ヒルズカントリークラブを中心とした普及活動を

展開しております。宍戸ヒルズCC及び静ヒルズCCの協力によ

り、継続した活動が実施されています。

●全国公募による小学校への寄贈・導入 89セット
全国の小学校からスナッグゴルフ活動計画書を提出して頂き、

審査のうえ小学校を選定しての導入を2011年度まで実施しました。

●スナッグゴルフ全国大会の収益による小学校への寄贈・導入 120セット
大会特別協賛社に関連する茨城県霞ヶ浦周辺や、千葉県印西

市、沖縄県恩納村、全日本空輸株式会社(ANAオープン)に関連

する北海道北広島市などの小学校への導入を行なっており、地域

を定めた普及モデルとしての活動を展開しています。また、2012

年度からは震災被災地に集中した寄贈へと移行しており、東北3

県に64セット、熊本県に20セットを寄贈しております。

●スナッグゴルフ支援自販機の収益による小学校への寄贈・導入 82セット
コカ・コーラウェスト、広島県ジュニアゴルフ振興会、JGTOの3

者の連携で、2009年からスタートしたスナッグゴルフ支援自販機

による寄金で、広島市を中心とした県内の小学校にスナッグゴル

フを導入しています。また、この活動は瀬戸内海を越えて香川県へ

も広がっています。（広島68校、香川14校）

●プロゴルファーによる出身小学校やゆかりの小学校への寄贈・導入 20セット
髙橋勝成、谷口徹、桑原克典、横尾要、谷原秀人(5セット)、髙橋

竜彦、芹澤信雄、細川和彦、プロ選手のマネージメント会社である

株式会社JOYX、倉本昌弘、矢野東、ハン・リー、永野竜太郎、宮里

優作、星野英正、金亨成などのご協力により、小学校への導入が

行なわれています。またプロ選手は小学校に訪問して、スナッグゴ

ルフの指導や、給食を共にするなど、子供たちとの触れ合いを積

極的に行なっています。

●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2017年度

　2月12日　熊本地震における復興支援として、一般社団法人日

本高等学校ゴルフ連盟と連携した、「ゴルフで熊本県を元気に！

ジュニアゴルフレッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催、宮里優

作、永野竜太郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

　7月25日　東日本大震災における復興支援として、福島県西郷

村で、ダンロップ・スリクソン福島オープンと連携した、「ファンミー

ティングin西郷村」を開催し、時松隆光、アイジェイジャン、ハン

リーが100人の児童たちとスナッグゴルフやゲームで楽しんだ。　

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)
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●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)
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●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)
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●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)
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　　小学3年生のときにスナッグゴルフと出会い、ゴルフの道を

突き進む畑岡奈紗。

　　苦戦を強いられた米国LPGAツアーでのルーキーイヤーの

経験が、日本女子オープンでの記録づくめの連覇の糧となり、

その勢いで迎えたQTでは圧巻のトップ通過。

　　スナッグゴルフから世界へ。

　　日本の小学生たちの夢と希望をのせて、NASAの挑戦は世界へ

続く。

●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■支援自販機による普及活動
広島県で2009年からスタートした、スナッグゴルフ支援販売機

による寄金で、スナッグゴルフ・スクールセットの寄贈・導入が、68

校を超えており、この活動に関わる倉本昌弘プロ、枝広美子プロ、

松岡澄弘プロなど、広島県ジュニアゴルフ振興会のメンバーが、自

販機の設置交渉から、寄贈小学校での実技講習会など、総合的な

活動を推進し、2010年からは香川県にも拡大し、増田能子プロが

活動に奔走しています。

■日本高等学校ゴルフ連盟と連携した活動
　2016年度から始まった、一般社団法人日本高等学校ゴルフ連

盟との連携により、スナッグゴルフ大会の共催の他、参加児童のエ

ントリー業務などのサポートを受け、2月12日には、熊本地震にお

ける復興支援として、「ゴルフで熊本県を元気に！ジュニアゴルフ

レッスン会in広崎ゴルフ練習場」を開催し、宮里優作、永野竜太

郎、重永亜斗夢が講師を務めた。

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)

スナッグゴルフから世界へ

写真提供:日本ゴルフ協会



協賛社（者）一覧

86 87

特別協賛 協　賛

助　成

公益財団法人  ジュニアゴルファー育成財団

テリー・アントン
AFFECTUS（アフェクタス）
株式会社IGMパートナーズ
株式会社インプレッション
株式会社池田模範堂
栄和リサイクル株式会社

有限会社オートセンターエーワン
株式会社キヌガワプランニングオフィス

株式会社ケイジェイシー
一般社団法人国際スポーツ振興協会（ISPS）

株式会社サジェスト
山陽塗装工業株式会社
秀明印刷株式会社
JA福島中央会
JA全農福島

スナッグゴルフジャパン
特定非営利活動法人世界ジュニアゴルフ推進会

綜合リゾートライフ株式会社
大日本印刷株式会社
大和リース株式会社
東洋建設工業株式会社

弁護士 中野辰久（東京弁護士会）
日本ユニシス株式会社
日本スナッグゴルフ協会
株式会社ニックジャパン

西郷村
ハウス食品株式会社

ハウスウェルネスフーズ株式会社
医療法人ひまわりこどもクリニック
株式会社広島ゴルフショップ
株式会社プラグインプロダクツ
株式会社フレンド企画
富士産業株式会社
株式会社プレジャー
松永カントリークラブ
有限会社ライトスタッフ
株式会社リンク

全日本空輸株式会社

株式会社TSIグルーヴアンドスポーツ

栄和リサイクル・スナッグゴルフ支援
プロアマチャリティーコンペ

●10月9日　第1回NPO法人西の郷スポーツクラブ主催スナッグ

ゴルフ親子大会 

　グランディー那須白河ゴルフクラブアカデミーコース(参加27

組54名)

●10月29日　第1回菊陽町スナッグゴルフ大会

　菊陽町町民総合運動場で開催(参加28名)

●12月23日　第4回香川県スナッグゴルフ交流大会

　香川県東部運動公園サッカー場で開催(参加76名)

■トーナメントと連携した活動
トーナメントが開催される自治体、教育委員会、小学校、主催者

そしてゴルフ場からの協力を得て、スナッグゴルフ大会を開催して

おり、トーナメント会場ではキッズエスコートによるプロとの触れ合

いの場も提供しています。

●2月26日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

青木功・宮里優作・又吉拓之・藤原健人によるスナッグゴルフ体

験会in恩納村(参加48名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月2日　Novil Cup

第3回徳島スナッグゴルフ大会JクラシックGCカップ(参加39

名)及びキッズエスコート(参加11名)

●4月16日　東建ホームメイトカップ

第18回桑名スナッグゴルフ大会(参加59名)及びキッズエス

コート

●5月29&30日&6月3&4日　日本ゴルフツアー選手権森ビル

カップShishido Hills

塚田陽亮による小学校訪問及び川村昌弘・稲森佑貴によるジュ

ニアレッスン会及び茨城・東京地区予選会(参加127名)及びキッ

ズエスコート

●6月24&25日　南秋田カントリークラブみちのくチャレンジ

第1回秋田スナッグゴルフ交流大会(参加14名)及びジュニア

レッスン会(参加14名)

●7月4&8日　長嶋茂雄INVITATIONALセガサミーカップ

香妻陣一朗による小学校訪問及びセガサミーカップスナッグゴ

ルフ大会(参加27名)

●7月25&29&30日　ダンロップ・スリクソン福島オープン

ジュニア育成プログラム(参加15名)及び第4回しらかわスナッ

グゴルフ大会(参加28名)及びキッズエスコート(参加16名)

●9月16&17日　ANAオープン

第9回北広島スナッグゴルフ大会札幌北広島GCカップ(参加

22名)及びキッズエスコート(参加16名) 

●10月1日　トップ杯東海クラシック

子ども大人ペアマッチスナッグゴルフ大会(参加27組54名)

●10月13日　太平洋クラブチャレンジ

スタートアナウンス体験及びキッズエスコート(参加45名)

●10月30&31日&11月5日　HEIWA・PGM CHAMPIONSHIP

宮里聖志による小学校訪問及びうるま市スナッグ寄贈式及びス

ナッグゴルフ交流大会(参加18名)及びキッズエスコート(参加24名)

●11月25&26日　カシオワールドオープン

第7回スナッグゴルフ大会(参加33名)及びキッズエスコート(参

加17名) 

●2月1日&11月7日　JOYX OPEN

大会社会貢献として佐用町立三日月小学校と利神小学校にス

ナッグゴルフを寄贈

■地域と連携した活動
地域で普及しているスナッグゴルフ大会の開催が年々増加して

おり、更なる普及の推進役となって重要な役割を果たしています。

●5月6日　勝紀杯第23回スナッグゴルフ大会

　有馬ロイヤルゴルフクラブで開催(参加67名)

●5月13日　第1回熊本スナッグゴルフ大会兼第1回スナッグゴル

フ対抗戦熊本地区予選会

　熊本空港カントリークラブで開催(参加38名)

●5月14日　第3回笠間市長杯スナッグゴルフ大会

　宍戸ヒルズカントリークラブで開催(参加11校66名)

●5月21日　第5回北海道スナッグゴルフ大会兼第5回スナッグ

ゴルフ対抗戦北海道地区予選会

　ザ・ノースカントリーゴルフクラブで開催(参加26名)

●5月27日　岡山県スナッグゴルフ大会

　ガバヤゴルフガーデンで開催(参加15名)

●6月25日　第4回伯耆町スナッグゴルフ大会

　伯耆町総合スポーツ公園多目的グランドで開催(参加15名)

●8月19日　第4回霞ヶ浦スナッグゴルフ大会

　美浦ゴルフ倶楽部で開催(参加17名）

●8月26日　第8回印西市スナッグゴルフ大会総武CCカップ

　総武カントリークラブ総武コースで開催(参加25名）

●9月3日　第6回宮城県スナッグゴルフ大会

　仙台空港カントリークラブCCで開催(参加24名）

●9月24日　第4回宮古市長杯スナッグゴルフ大会

　グリーンピア三陸みやこ芝生広場で開催(参加17名)

●8月1日　第5回スナッグゴルフ広島市小学生大会

　ちゅーピーパークで開催(参加37名)

●8月4日　第11回谷原秀人ジュニアクラシック

　松永カントリークラブで開催(参加60人)

●8月5&6日　宍戸ヒルズ静ヒルズスナッグゴルフ親子大会

　宍戸ヒルズCCと静ヒルズCCで開催(参加107組214名) 

●8月17日　第13回西宮小学生スナッグゴルフ大会

　西宮カントリー倶楽部で開催(参加120人)

※五十音順



第15回スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会の開催にあたりご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

支援プロゴルファー
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中嶋　常幸
2003～

倉本　昌弘
2009～

青木　功
2017～

谷口　徹
2006～

藤田　寛之
2007～

宮本　勝昌
2009～

谷原　秀人
2009～

武藤　俊憲
2009～

Ｉ・Ｊ・ジャン
2010～

Ｓ・Ｋ・ホ
2010～

小田　孔明
2010～

Ｈ・リー
2010～

金　庚泰
2010～

趙　珉珪
2010～

金　亨成
2011～

Ｊ・Ｂ・パク
2011～

池田　勇太
2011～

薗田　峻輔
2011～

石川　遼
2011～

横田　真一
2011～

Ｋ・Ｔ・ゴン
2014～

藤本　佳則
2015～

片岡　大育
2015～

小平　智
2015～

岩田　寛
2015～

塚田　陽亮
2015～

永野　竜太郎
2015～

稲森　佑貴
2015～

星野　英正
2015～

Y・ナン
2015～

W・J・リー
2015～

文　景俊
2015～

小林　伸太郎
2016～

Ａ・ブランド
2016～

Ｓ・ハン
2016～

今平　周吾
2017～

中里　光之介
2017～

C・キム
2017～

B・S・キム
2017～

石井　忍
2017～

Ｄ・オー
2012～

黄　重坤
2012～

山下　和宏
2012～

川村　昌弘
2013～

上井　邦裕
2013～

B・ジョーンズ
2013～

宮里　優作
2013～

H・W・リュー
2013～

丸山　大輔
2013～

宋　永漢
2014～


